
平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校４年社会科 解答及び配点一覧 No.1
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配
問 問 問 番 点 点

１ (1) ① 知識 ○１つだけ正しく理解している。 ２ ○２つとも正しく理解している。 ４
理解 ・①イ ②ウ

19
点 (2) ② 知識 ○道具の用途を理解し，記述している。 ２

理解 ・せんたく

(3) ③ 技能 ○イラストから道具の特徴を理解し，時代 ３
の古い順に並べ替えている。

・ウ→ア→イ

(4) ④ 思考 ○１つの言葉を使って，昔の道具の大変さ ３ ○４つの言葉を使って，昔の道具と今の道 ５
判断 を記述している。 具のちがいについて記述している。
表現 ・人の力を使う。

・時間がかかる。 など ・（人の力）です ・（きかい）では
ることが多く， なく，（人の力）
（時間）がかか を使う。
る。

⑤ 思考 ○１つの言葉を使って，今の道具の利便性 ５
判断 を記述している。 ３ ・（きかい）を使 ・（時間）がかか
表現 ・かんたんです。 うことが多く， らず，（かんた

・時間がかからない。 など （かんたん）で ん）です。
※④と⑤に同じ記述がある場合は，④のみ す。
の得点となる。

２ (1) ⑥ 知識 ○３つ正しく記述している。 ６ ○４つとも正しく記述している。 ８
理解 ・もえないごみ（左から順番に）

23 ○２つ正しく記述している。 ４ ・しげんごみ
点 ・もやすごみ

○１つだけ正しく記述している。 ２ ・しげんごみ

(2) ⑦ 思考 ○ひご市の人口グラフまたは，もやすごみ ３ ○ひご市の人口グラフともやすごみの量の ４
判断 の量グラフのいずれかのグラフのみで関 グラフを関連させ，ひご市の人口ともやす
表現 係について記述している。 ごみの量の関係について記述している。

・人口が増えている。 ・人口は増えて（増加して）いるのに，も
・もやすごみの量が減っている。 やすごみの量は減って（減少して）いる。

（人口増加に対して，ごみの量が減少して
いることを文章化していれば可）

(3) ⑧ 技能 ・ペットボトル → 服やバッグ など ２

⑨ 技能 ・スチールかん → 鉄せい品 など ２

⑩ 技能 ・牛にゅうパック → トイレットペーパーなど ２

(4) ⑪ 関心 ○リユースやリデュースと関係付けていな ３ ○自分にできることで，ごみを減らす取り ５
意欲 いが，ごみを減らす取り組みについて記 組みを，リユース・リデュースと関係付
態度 述している。 けて具体的に記述している。

・ペットボトルやかんなどは，洗ってから リユース（くり返し使う）
決められたとおりに出す。 ・つめかえができる品物を選んで買う。

・新聞紙などはしげんごみの回収に出す。 ・こわれても，修理して使う。
・鉛筆やノートは最後まで使う。 リデュース（ごみの量を減らす）

・買い物にはマイバッグを持っていく。
・必要なものを必要な数だけ買う。

【授業改善の視点】
廃棄物の処理施設や市役所・町村役場などを見学したり聞き取り調査をしたりしながら，廃棄物処理の現状や資源

の有効な利用について理解する。さらに，身の回りのごみを減らす取り組みを理解し，自分たちの生活経験や体験活
動と関連付けてごみを減らす取り組みを考え，まとめたり，話し合ったりする言語活動を積極的に取り入れる。



平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査）小学校４年社会科 解答及び配点一覧 No.2
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配
問 問 問 番 点 点

３ (1) ⑫ 技能 ○水道水との関連が記述されていない。 ３ ○浄水場の働きを，水道水との関連をとら ４
・水の砂やごみを取りのぞくところ えて記述している。

22 ・送られてきた水の砂やにごりを取りのぞ
点 き，水道の水をつくるところ

(2) ⑬ 知識 ○「薬」「かためる」のどちらか１つを ２ ○浄水場の働きについて，「薬」「かため ４
理解 使って，浄水場の働きについて記述し る」という言葉を使って，適切に記述し

ている。 ている。
・取り入れ口から送られてきた水の中に薬 ・取り入れ口から送られてきた水に「薬」
を入れます。 を入れて，にごりやごみをかためます。

・取り入れ口から送られてきた水の中のご （「かためてしずめる」でも可）
みをかためます。

(3) ① ⑭ 技能 ○人口または水の使用量のどちらか一方に ２ ○人口と水の使用量の２つのグラフを関連 ４
ついて記述している。 付けて，分かったことを記述している。

・人口は増えてきている。 ・人口は毎年増えているが，水の使用量は，
・水の使用量は，あまり変わっていない。 あまり変化していない。

・人口は毎年増えているが，水の使用量は，
減ったり，増えたりしている。

② ⑮ 知識 ○森林の働きについて，「水をたくわえる」 ３ ○森林の働きについて，「水をたくわえる」 ５
理解 「水をきれいにする」のどれか１つにつ 「水をきれいにする」の２つを入れて，

いて記述している。 適切に記述している。
・森林には，水をたくわえる働きがある。 ・（森林には，）水をたくわえるダムのよ
・森林には，水が流れだしてしまうのを防 うな働きをするとともに，水をきれいに
ぐ働きがある。 する働きがある。

・森林には，水をきれいにする働きがある。 ・（森林には，）ふった雨水をたくわえた
り，土砂くずれを防いだりする働きをす
るとともに，水をきれいにする働きがあ
る。

③ ⑯ 関心 ○取り組みとその方法を記述しているが方 ３ ○節水するための取り組みと具体的な方法 ５
意欲 法が具体的ではない。 を記述している。
態度 ・取り組み【洗顔，歯みがき】 ・歯みがきをするときには，じゃ口をしめ

方法：歯みがきをするときは，短い時間 てみがく。
で終わらせる。 ・せんたくをするときには，おふろの残り

・取り組み【せんたく】 湯を使う。
方法：洗ざいの量を少なくする。 ・そうじをするときには，おふろの残り湯

をバケツにくんで行う。
○取り組みのみを記述している。 ２
・洗顔，歯みがき
・せんたく，そうじ（ふろの残り湯の再利
用）

・庭木の水やり

４ (1) ア ⑰ 知識 ・横断歩道橋（歩道橋も可） ２
理解

36
点 イ ⑱ 知識 ・交通信号機（信号，信号機も可） ２

理解

ウ ⑲ 知識 ・道路標識 ２
理解 (標識という用語が入っていれば可)

(2) ⑳ 思考 ○道路などの状況に即して必要と考えられ ３ ○道路などの状況に即して必要と考えられ ４
判断 るものを１つ記述している。 るもの施設を具体的に記述している。
表現 ・横断歩道がない。 ・横断歩道と交通信号機がないため，きけ

・交通信号機がない。 んです。



平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査）小学校４年社会科 解答及び配点一覧 No.3
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配
問 問 問 番 点 点

４ (3) ① ㉑ 技能 ○１１９番への火事のときの正しい電話の ３ ○１１９番への火事のときの正しい電話の ５
しかたについて，以下のことを１つ記述 しかたについて，以下のことを２つ以上
している。 記述している。

・何がもえているかについて ・何がもえているかについて
・場所がどこかについて ・場所がどこかについて
・近くの目印になるものについて ・近くの目印になるものについて

・自分の名前について

② ㉒ 技能 ○２つ正しく記述している。 ４ ○消防司令室が連絡する場所を，次の言葉 ６
の中から３つ正しく記述している。

・けいさつしょ（けいさつ）
○１つだけ正しく記述している。 ２ ・びょういん ・ガス会社

・電力会社 ・水道局

③ ㉓ 思考 ○火事の連絡を１か所にすればよいという ３ ○火事の連絡を１か所にすればよいという ５
判断 こと，各機関（施設）が連携して素早い ことと各機関（施設）が連携して素早い
表現 対応をしていることのどちらか１つだけ 対応をしていることの両方を記述してい

記述している。 る。
・火事の連絡をいろいろなところにしない ・電話を１回するだけで，火事がおきたと
ですむ。 きに連絡をしなければならないところす

・いろいろなところが，協力して消火活動 べてに連絡がいき，協力して素早い消火
や救助活動を行う。 活動や救助活動を行うことができる。

(4) ㉔ 思考 ○施設の名前は記述しているが，目的が具 ３ ○施設の名前を記述し，目的を具体的に記 ５
判断 体的ではない。 述している。
表現 ・（消火栓）火事のときに火を消す。 ・消火せんは，火事がおこったときに消防

・（ひなん場所）火事のときに逃げる場所 車などに水を送るために使う。
・（消火器）火事のときに火を消す。 ・ひなん場所は，火事がおこったときなど
・（非常ベル）火事のときにならす。 に，建物の中にいると危険があるときに

ひなんするための場所
○施設の名前のみを記述している。 ２ ・消火器は，火事がおこったときに，すぐ
・消火せん に火を消すために使う。
・ひなん場所（公園，運動場など） ・非常ベルは，火事がおこったときに，音
・消火器 をならし，火事がおきたことを知らせる。
・非常ベル

(5) ㉕ 関心 ○題意に沿って，考えたことを記述してい ３ ○火事を防ぐために，自分が地域でできる ５
意欲 るが，具体的ではない。 消防活動を具体的に記述している。
態度 ・火に気をつける。 ・子ども会の活動などに参加して，火の用

・火事をおこさないようにする。 心の呼びかけなどをする。
（チラシやポスターなどによる防火の呼び
かけも可）

【授業改善の視点】
地域社会における災害や事故の防止について，身近な地域の関係機関を見学したり聞き取り調査をしたりしなが

ら，自分の考え（予想）を確かめる学習活動を取り入れる。
また，調べたことをもとにして発表する活動を通して，自分の考えを修正する言語活動を積極的に取り入れる。


